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９
月
中
に
郵
送
し
ま
す

国
保
の
保
険
証
が
新
し
く

ご
協
力
く
だ
さ
い

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」に

と
も
で
き
ま
す
。

□
退
職
被
保
険
者
証

会
社
な
ど
を
退
職
し
て
国
保
に
加

入
し
た
人
が
、
老
人
保
健
法
の
適
用

を
受
け
る
ま
で
の
間
に
加
入
す
る
保

険
で
す
。
厚
生
年
金
な
ど
（
国
民
年

金
を
除
く
）
の
加
入
期
間
が
二
十
年

以
上
ま
た
は
、
四
十
歳
以
後
の
期
間

が
十
年
以
上
の
人
は
、
年
金
受
給
権

が
発
生
し
た
日
か
ら
対
象
に
。
一
部

負
担
金
は
本
人
と
被
扶
養
者
の
入
院

は
二
割
、
入
院
外
は
本
人
は
二
割
、

被
扶
養
者
は
三
割
で
す
（
来
年
四
月

一
日
か
ら
は
本
人
、
被
扶
養
者
共
に

三
割
負
担
）。
該
当
者
は
早
め
に
手
続

き
し
ま
し
ょ
う
。

□
次
の
と
き
に
は
届
け
出
を

�
氏
名
や
住
所
な
ど
が
間
違
っ
て

い
る
と
き
は
、
新
し
い
保
険
証
と
印

鑑
を
用
意
し
て
、
市
役
所
１
階
市
民

課
６
番
窓
口
へ
�
既
に
会
社
な
ど
の

保
険
証
が
あ
る
と
き
は
、
会
社
な
ど

の
保
険
証
（
扶
養
家
族
は
認
定
年
月

日
の
わ
か
る
書
類
も
必
要
）
と
国
保

の
新
旧
保
険
証
、
印
鑑
を
用
意
し
て
、

十
月
一
日
か
ら
、
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
が
新
し
く

な
り
ま
す
。
現
在
使
用
し
て
い
る
保

険
証
は
、
九
月
三
十
日
ま
で
有
効
。

十
月
一
日
か
ら
は
、
新
し
い
保
険
証

を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。
有
効
期
限
は
、

来
年
の
九
月
三
十
日
で
す
。

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
被
保

険
者
は
、
�
一
般
被
保
険
者
�
退
職

被
保
険
者
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
新

し
い
保
険
証
は
、
�
が
肌
色
�
が
灰

色
。
同
一
世
帯
内
に
�
�
の
該
当
者

が
い
る
場
合
に
は
、
二
枚
の
保
険
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

□
９
月
中
に
新
保
険
証
を
郵
送

新
し
い
保
険
証
は
、
九
月
二
十
五

日
�
に
郵
送
。
新
し
い
保
険
証
が
届

い
た
ら
、
名
前
な
ど
を
確
認
し
て
、

裏
面
の
注
意
事
項
を
よ
く
読
み
ま
し

ょ
う
。
現
在
使
っ
て
い
る
保
険
証
は
、

市
役
所
１
階
市
民
課
、
２
階
国
保
年

金
課
ま
た
は
支
所
・
出
張
所
に
返
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
九
月
中
は
郵
送
さ
れ
た
新

し
い
保
険
証
を
使
っ
て
受
診
す
る
こ

10
月
は
土
地
月
間
で
す

大
切
さ
み
ん
な
で
考
え
て

十
月
は
「
土
地
月
間
」
で
す
。
土

地
は
限
ら
れ
た
貴
重
な
資
源
で
あ
り
、

日
常
生
活
や
経
済
活
動
に
不
可
欠
な

基
盤
。
こ
の
機
会
に
土
地
の
大
切
さ

を
考
え
ま
し
ょ
う
。

□
公
共
の
福
祉
を
優
先

土
地
は
利
用
方
法
に
よ
っ
て
周
囲

に
大
き
な
利
益
や
損
害
を
与
え
る
こ

と
も
。
公
共
の
福
祉
を
優
先
さ
せ
る

た
め
、
そ
の
取
得
・
処
分
や
利
用
に

は
制
限
や
負
担
が
あ
り
ま
す
。

□
適
正
で
計
画
的
な
利
用
を

土
地
に
は
周
囲
の
土
地
利
用
や
地

域
の
条
件
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
計

画
や
規
制
が
あ
り
、
そ
れ
に
従
い
適

正
で
合
理
的
な
利
用
が
必
要
で
す
。

□
値
上
が
り
利
益
は
社
会
に
還
元

土
地
の
価
値
は
、
道
路
や
鉄
道
の

整
備
、
建
物
へ
の
規
制
、
産
業
や
人

口
の
集
中
な
ど
、
社
会
的
・
経
済
的

な
原
因
で
値
上
が
り
す
る
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
土
地
の
価
値
が
上
が

っ
た
と
き
は
、
応
分
の
負
担
を
し
社

会
へ
還
元
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
都
市
計
画
課
�

８
９
０
―
６
９
５
０
へ
。

十
月
一
日
�
か
ら
、
今
年
も
全
国

一
斉
に
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が

始
ま
り
ま
す
。

昨
年
は
、
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協

力
で
、
三
千
二
百
二
十
七
万
二
千
八

百
三
十
円
も
の
浄
財
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
貴
重
な
浄
財
は
、
県
内

の
各
社
会
福
祉
施
設
、
団
体
な
ど
に

配
分
さ
れ
、
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

今
年
も
、
町
内
の
役
員
な
ど
が
各

家
庭
へ
募
金
に
伺
う
と
と
も
に
、
学

校
や
職
場
な
ど
で
も
実
施
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
次
の
と
お
り
、
市
内

十
三
カ
所
で
街
頭
募
金
を
実
施
し
ま

す
。皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
、
募
金
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

□
街
頭
募
金

期
日
＝
10
月
１
日
�
〜
４
日
�

会

場
＝
Ｊ
Ｒ
前
橋
駅
や
中
央
通
り
な
ど

○
…
問
い
合
わ
せ
は
生
活
課
�
８
９

０
―
６
２
３
７
へ
。

市
民
課
６
番
窓
口
へ
�
国
保
に
加
入

し
て
い
る
の
に
新
し
い
保
険
証
が
届

か
な
い
と
き
は
、
古
い
保
険
証
と
印

鑑
、
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
で

き
る
物
を
用
意
し
て
、
市
役
所
２
階

国
保
年
金
課
４
番
Ｃ
窓
口
へ
。
そ
の

他
の
届
け
出
事
項
は
保
険
証
の
裏
面

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
国
保
を

加
入
・
脱
退
す
る
と
き
は
、
十
四
日

以
内
に
市
民
課
ま
た
は
城
南
支
所
に

届
け
出
が
必
要
。
遅
れ
る
と
、
届
け

出
日
か
ら
加
入
日
ま
で
の
国
保
税
を

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

□
保
険
証
を
大
切
に

保
険
証
は
国
保
の
加
入
者
で
あ
る

こ
と
を
証
明
す
る
物
で
す
。
医
師
の

診
断
を
受
け
る
と
き
は
、
必
ず
窓
口

に
提
示
を
。
保
険
証
な
し
で
受
診
し

た
と
き
は
医
療
費
全
額
が
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。
保
険
証
は
大
切
に
扱

い
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
万
一
保
険
証

を
紛
失
し
た
場
合
は
再
発
行
し
ま
す
。

運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
で
き
る

物
を
用
意
し
て
、
国
保
年
金
課
ま
た

は
城
南
支
所
へ
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
国
保
年
金
課
�

８
９
０
―
６
２
５
０
へ
。

の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
五
千
人
を
無

作
為
抽
出
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
十
月
上

旬
に
対
象
者
へ
調
査
用
紙
を
郵
送
し

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
広
報
広
聴
課
�

８
９
０
―
６
６
４
４
へ
。

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
を
時
代
に
即
し
た
も
の

に
す
る
よ
う
見
直
す
に
あ
た
り
、
そ

の
参
考
に
す
る
た
め
、
二
十
歳
以
上

本
市
で
は
潤
い
の
あ
る
豊
か
な
市

民
生
活
を
実
現
す
る
た
め
、
平
成
十

年
度
か
ら
十
九
年
度
ま
で
の
「
第
五

次
前
橋
市
総
合
計
画
」
に
基
づ
き
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

20
歳
以
上
の
5,000
人
が
対
象

街頭募金などの運動を展開


